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二
つ
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
指
向
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
」
の
思
考
と
政
策
形
成

二
つ
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
指
向
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
」
の
思
考
と
政
策
形
成

徳
丸　

宜
穂

徳
丸　

宜
穂

１　

は
じ
め
に

１　

は
じ
め
に

世
界
金
融
危
機
以
降
の
先
進
諸
国
は
、
国
別
に
濃
淡
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
一
貫
し
て
深
い
経
済

停
滞
の
中
に
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
こ
の
経
済
停
滞
を
一
層
深
刻
な
も
の
と
し
て
い
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
間
、
特
に
南
欧
で
顕
著
だ
っ
た
が
、
緊
縮
財
政
に
よ
っ
て
各
国
の
医
療
・

保
健
シ
ス
テ
ム
が
脆
弱
化
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
ま
た
、
人
類
の
環
境
負
荷
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
感
染
症
の
根
底
に
あ
る
要
因
だ
と
い
う
見
解
も
有
力
で
あ
る
。
こ
う
し
た
認
識
を

踏
ま
え
て
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
環
境
負
荷
に
関
わ
る
社
会
課
題
を
解
決
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、

持
続
的
な
経
済
成
長
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
回
の
深
刻
な
経
済
危
機
を
脱
す
る
べ
き
だ
と
す
る
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戦
略
が
、
欧
州
を
中
心
に
盛
ん
に
提
起
さ
れ
始
め
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
巨
額
の
財
政
支
出
に
よ
っ
て

金
融
シ
ス
テ
ム
を
応
急
措
置
的
に
救
済
し
た
も
の
の
、
巨
大
な
金
融
危
機
を
生
み
出
し
た
経
済
の
「
金
融

化
」
と
い
う
構
造
的
な
問
題
を
解
決
し
得
ず
、
新
た
な
時
代
の
経
済
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出
す
方
向
に
向
か
え

な
か
っ
た
と
い
う
、
世
界
金
融
危
機
以
降
の
経
済
政
策
へ
の
苦
い
反
省
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
社
会
の
問

題
を
解
決
し
、
人
々
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
支
え
る
生
産
的
な
経
済
構
造
を
作
り
得
ず
、
様
々
な
要
素
技

術
の
潜
勢
力
が
開
花
す
る
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
契
機
に
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（Perez, 

2016

）
。
こ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
財
政
支
出
が
、
経
済
格
差
を
拡
大
す
る
旧
来
の
金
融

化
し
た
経
済
構
造
、
あ
る
い
は
環
境
負
荷
が
大
き
い
産
業
構
造
を
温
存
す
る
だ
け
の
も
の
と
な
っ
て
は
な
ら

ず
、
社
会
問
題
を
解
決
す
る
新
た
な
産
業
・
雇
用
を
生
み
出
す
形
で
経
済
を
刷
新
し
な
が
ら
経
済
復
興
を
図

る
と
い
う
目
的
に
向
け
て
支
出
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
1

。

先
進
諸
国
で
改
め
て
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
指
向
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
」
（M

ission-oriented innovation 

policy

：
以
下
「
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
」
と
略
記
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
社
会
的
文
脈
に
お
い
て

で
あ
る
。
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
は
、
上
記
の
よ
う
な
大
き
な
社
会
問
題
を
解
決
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
で
あ
る
。
こ
の
政
策
に
よ
っ
て
、
社
会
問
題
の
解
決
と
産
業
・

雇
用
の
刷
新
、
ひ
い
て
は
持
続
可
能
な
経
済
成
長
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
経
済
学
は
こ
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れ
ま
で
、
市
場
に
お
け
る
私
企
業
の
活
動
に
委
ね
る
と
問
題
が
生
じ
る
場
合
に
限
っ
て
、
そ
の
補
正
の
た
め

に
政
策
介
入
が
正
当
化
さ
れ
る
と
論
じ
て
き
た
。
例
え
ば
、
収
益
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
小
さ
い
以
上
、
私

企
業
に
は
基
礎
研
究
に
投
資
を
行
う
動
機
付
け
が
弱
い
か
ら
、
政
府
が
基
礎
研
究
に
投
資
を
行
う
こ
と
は
正

当
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
典
型
的
な
議
論
で
あ
る
（N

elson, 1959

）
。
し
か
し
、
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
が
生
み
出

そ
う
と
す
る
革
新
的
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
に
は
そ
も
そ
も
市
場
が
存
在
し
な
い
の
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

方
向
づ
け
、
新
し
く
市
場
を
創
造
す
る
た
め
に
、
公
共
政
策
に
は
よ
り
積
極
的
な
役
割
2

が
求
め
ら
れ
る

（M
azzucato, 2013

）
。
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
規
制
が
敷
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
触
媒
技
術
の
巨
大
市
場
が

創
出
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
古
典
的
な
事
例
に
他
な
ら
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
き
な
期
待
を
背
負
っ
て
い
る
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
の
可
能
性
と
限
界
に
つ
い
て
、
ま
た
そ

の
政
策
実
践
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
が
詳
し
く
検
討

す
る
よ
う
に
、
折
し
も
欧
州
も
日
本
も
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
を
ほ
ぼ
立
案
し
終
え
、
開
始
し
つ
つ
あ
る
。
双
方
の

基
本
性
格
を
的
確
に
理
解
す
る
こ
と
は
、
各
々
の
異
な
る
可
能
性
と
限
界
を
見
定
め
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
政
策
の
準
備
過
程
で
公
開
さ
れ
た
双
方
の
政
策
文
書
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
両
者
の
政
策
ア
プ
ロ
ー
チ
の
共
通
性
・
相
違
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
双
方
の
可
能
性
と
、
直

面
す
る
と
予
想
さ
れ
る
課
題
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
政
策
に
対
す
る
十
全
な
評
価
は
む
ろ
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ん
実
施
後
に
可
能
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
現
段
階
で
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
両

者
の
特
質
に
つ
い
て
重
要
な
知
見
を
得
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
以
下
、
第
２

節
と
第
３
節
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
欧
州
連
合
と
日
本
で
立
案
さ
れ
て
い
る
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
の
概
要
と
背
景
、
政
策

形
成
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
そ
の
う
え
で
第
４
節
で
は
両
者
が
い
か
に
異
な
っ
て
い
る
か
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
背
景
と
含
意
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
。

２　

欧
州
連
合
に
お
け
る
「
ホ
ラ
イ
ズ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

２　

欧
州
連
合
に
お
け
る
「
ホ
ラ
イ
ズ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
１
）
目
的
と
概
要

（
１
）
目
的
と
概
要

｢

ホ
ラ
イ
ズ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ｣
は
、
欧
州
連
合
が
二
〇
二
一
年
か
ら
七
年
間
実
施
す
る
、
予
算
総
額
一
〇

〇
〇
億
ユ
ー
ロ
の
研
究
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
ホ
ラ

イ
ズ
ン
二
〇
二
〇
」
の
後
続
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
（
１
）
卓
越
し
た
科
学
（
二
五
八
億

ユ
ー
ロ
）
、
（
２
）
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
と
欧
州
産
業
競
争
力
（
五
二
七
億
ユ
ー
ロ
）
、
（
３
）
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
一
三
五
億
ユ
ー
ロ
）
の
三
つ
の
柱
か
ら
な
る
。
（
１
）
は
基
礎
科
学
振
興
、
（
２
）
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
の
技
術
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
促
進
、
（
３
）
は
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
型
の
イ
ノ
ベ
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ー
シ
ョ
ン
と
エ
コ
シ
ス
テ
ム
創
出
の
促
進
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
旨
で
あ
る
。

五
三
億
ユ
ー
ロ
が
配
分
さ
れ
た
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
は
（
２
）
に
含
ま
れ
、
今
回
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
目
玉
政

策
の
一
つ
で
あ
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
「
社
会
に
対
し
て
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
人
々
を
鼓
舞
し
、
か

つ
成
果
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
目
標
」
を
意
味
す
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
定
す
る
の
は
、
研
究
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
よ
り
一
層
、
社
会
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
結
び
つ
け
る
た
め
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
広
範
囲
に
わ

た
る
社
会
的
問
題
が
「
課
題
」
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
特
定
の
手
段
・
行
動
群
が
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
で

あ
る
。
課
題
は
「
Ａ
型
」
と
「
Ｂ
型
」
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
解
決
可
能
性
が
あ
り
、
目
標
設
定
が
容
易
な

も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
代
の
ア
ポ
ロ
計
画
で
の
「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
」
が
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
後
者
は
解
決
策
が
未
知
で
、
問
題
も
複
雑
で
容
易
に
定
義
で
き
な
い
（w

icked problem

）

と
さ
れ
る
3

（R
ISE

報
告
書
④
）
。
ア
ポ
ロ
計
画
の
よ
う
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
定
し
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
指
向
型
の
政
策
は
こ
れ
ま
で
に
も
行
わ
れ
て
き
た
が
、

そ
こ
で
は
目
標
設
定
や
手
段
の
策
定
か
ら
、
実
施
過
程
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
中
央
集

権
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
計
画
さ
れ
て
い
る
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
で
は
、
計
画
と
実
施
の
分
権
化
を

図
り
、
分
権
的
な
実
験
の
自
由
度
を
高
め
る
点
に
特
徴
が
あ
る
と
し
て
い
る
（ESIR

報
告
書
②
）
。

具
体
的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
定
す
べ
き
五
つ
の
大
き
な
領
域
は
、
（
１
）
社
会
の
転
換
を
含
む
気
候
変
動
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へ
の
適
応
、
（
２
）
ガ
ン
、
（
３
）
健
全
な
海
洋
と
水
質
、
（
４
）
気
候
中
立
的
な
ス
マ
ー
ト
都
市
、
（
５
）
健

全
な
土
壌
と
食
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
領
域
に
具
体
的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
定
し
て
公
的
研
究
開
発
投
資
を

実
施
し
、
民
間
企
業
の
収
益
期
待
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
米
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
民
間
研
究
開

発
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
（ESIR

報
告
書
②
、M

azzucato

報
告
書
⑧
）
。
五
つ
の
領
域

に
は
そ
れ
ぞ
れ
理
事
会
（B

oard

）
と
議
会
（A

ssem
bly

）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
が
二
〇
二
〇
年
五

月
ま
で
に
具
体
的
な
目
標
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
案
を
策
定
し
、
九
月
ま
で
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
具
現
化
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
両
方
に
よ
っ
て
問
題
解
決
を
図
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
後
述
の
通
り
で
あ
る
。

（
２
）
現
実
の
問
題
と
認
識

（
２
）
現
実
の
問
題
と
認
識

欧
州
連
合
で
は
、
米
国
や
日
本
、
中
国
に
対
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
投
資
・
成
果
の
両
面
で
劣
後
し
て
い

る
と
い
う
認
識
が
根
深
く
存
在
す
る
。
と
り
わ
け
、
公
的
研
究
開
発
投
資
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
こ
れ
ら
諸
国
を

上
回
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
民
間
研
究
開
発
投
資
を
誘
発
で
き
て
お
ら
ず
、
生
産
性
上
昇
に

も
結
び
付
い
て
い
な
い
と
さ
れ
る
（ESIR

報
告
書
②
）
。
基
礎
研
究
で
は
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
成
果
を
生
み
出
し
得
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
い
は
、
「
欧
州



139

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
の
名
の
下
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
欧
州
連
合
の
政
策
は
大
学
や

研
究
機
関
と
民
間
企
業
の
連
携
を
強
化
し
て
、
基
礎
研
究
の
知
見
を
産
業
に
移
転
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
き

た
。
し
か
し
、D

osi et al. (2006 )

の
分
析
は
、
基
礎
研
究
で
も
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
正

し
く
は
な
く
、
ま
た
企
業
側
の
研
究
開
発
投
資
お
よ
び
設
備
投
資
の
努
力
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
以
上
よ
り
総
じ
て
、
民
間
企
業
の
研
究
開
発
投
資
が
相
対
的
に
小
規
模
で
あ
る
こ
と
が
、
欧

州
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
成
果
を
高
め
る
う
え
で
の
一
大
制
約
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
共
通
の
認
識
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
認
識
に
基
づ
い
て
、
民
間
企
業
の
研
究
開
発
投
資
を
誘
発
す
る
こ
と
が

で
き
る
政
策
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
が
立
案
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
伝
統
的
な
科
学
技
術
政
策
な
い
し
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
が
、
補
助
金
や
減
税
等
の
手
段
で
研
究

開
発
投
資
を
促
進
し
て
、
い
わ
ば
供
給
サ
イ
ド
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
プ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
に
力
点
を
置

い
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
の
大
き
な
特
徴
は
、
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
を
明
確
化
し
そ
れ
を
満
た
す
開

発
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ば
需
要
サ
イ
ド
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
引
す
る
性
格
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
点
に
あ
る
。
需
要
サ
イ
ド
に
力
点
を
置
い
た
体
系
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
提
案
は
、
少
な

く
と
も
欧
州
連
合
で
は
、
二
〇
〇
六
年
に
発
表
さ
れ
た
「A

ho

報
告
書
」
（C

om
m

ission of the European 

C
om

m
unities, 2006 ,  Putting K

now
ledge into Practice: A Broad-based Innovation Strategy for the EU

）
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に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
し
（
徳
丸 

二
〇
一
七
）
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
七
年
間
の
研
究
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
ホ
ラ
イ
ズ
ン
二
〇
二
〇
」
に
も
「
社
会
課
題
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
ホ
ラ
イ
ズ
ン
二
〇
二
〇
の
中
間
評
価
は
、
前
出
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
社
会
経
済
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
と
結
論
付
け
た
（R

ISE

報
告
書

④
）
。
中
間
評
価
報
告
書
は
六
つ
の
提
言
を
と
り
ま
と
め
た
が
、
そ
の
一
つ
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
定
と
広

範
な
市
民
参
加
に
よ
っ
て
一
層
大
き
な
社
会
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
べ
き
と
い
う
項
目
が
盛
り
込
ま

れ
た
（Lam

y

報
告
書
①
お
よ
び
中
間
報
告
書
③
）
。
こ
れ
ら
の
経
緯
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
需
要
主
導
型

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
一
環
で
あ
る
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
は
一
朝
一
夕
に
登
場
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
欧
州
連
合

や
各
国
で
の
長
期
間
の
検
討
・
実
践
を
十
分
に
踏
ま
え
て
登
場
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
当
事
者
た
ち
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
規
性
を
強
調
し
た
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
に
せ
よ
、
事
実
と
し
て

は
、
新
規
性
を
過
度
に
強
調
す
る
の
は
適
当
で
は
な
く
、
む
し
ろ
過
去
の
政
策
実
践
か
ら
の
発
展
と
い
う
連

続
性
も
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
３
）
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
内
容

（
３
）
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
内
容

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
は
、
ホ
ラ
イ
ズ
ン
二
〇
二
〇
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
中
間
評
価
報
告
書
と
、
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欧
州
委
員
会
ハ
イ
レ
ベ
ル
専
門
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「Lam

y

報
告
書
」
（
二
〇
一
七
年
七
月
）
で
提
言
さ

れ
た
こ
と
が
直
接
の
発
端
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
経
済
・
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
経
済
的
合
理
性
に
関
す
る
評
価
が
「ESIR

報
告
書
」
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
）
と
し
て
、
ま
た
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
考
え
方
や
選
定
方
法
・
基
準
な
ど
に
関
す
る
、
研
究
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
科
学
専
門
家
ハ
イ
レ
ベ

ル
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
検
討
結
果
が
「R

ISE

報
告
書
」
（
二
〇
一
八
年
二
月
）
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
任
命
さ
れ
た
経
済
学
者
マ
ッ
ツ
カ
ー
ト
氏
に
よ
る
「
マ
ッ
ツ
カ

ー
ト
報
告
書
」
が
二
〇
一
八
年
二
月
に
発
表
さ
れ
、
こ
こ
で
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
選
定
の
重
要
な
基
準
な
ど
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
六
月
に
欧
州
委
員
会
が
公
表
し
た
ホ
ラ
イ
ズ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
案
は
、
方
法
論
や
概
念
、
経
済
合
理
性
な
ど
に
関
す
る
、
こ
れ
ら
の
多
角
的
な
検
討
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
。

Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
は
概
念
的
な
検
討
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
実
践
も
踏
ま
え
て
登
場
し
て
い
る
こ
と

は
、
政
策
立
案
に
当
た
っ
て
、
日
本
、
米
国
を
含
む
一
一
か
国
で
す
で
に
実
施
さ
れ
た
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
に
つ
い

て
、
一
七
の
事
例
が
詳
細
に
分
析
・
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
日
本
に
つ
い
て
は
「
水

素
社
会
」
関
連
政
策
が
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
い
ず
れ
も
「
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
と
い
う
概
念
が
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
必
ず
し
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
と
し
て
は
理
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解
さ
れ
て
も
い
な
い
が
、
社
会
的
な
課
題
を
解
決
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
政
策
的
に
促
そ
う
と
し
て
い
る

点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
一
七
本
の
事
例
報
告
書
は
二
〇
一
八
年
三
月
に
、
ま
た
以
上
の
事
例
を
分
析
・
評

価
し
た
二
本
の
総
合
報
告
書
は
同
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

政
策
の
構
造
上
、
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
の
成
否
を
決
め
る
う
え
で
重
要
な
一
条
件
は
、
個
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
い

か
な
る
検
討
を
経
て
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
決
ま
る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
前
出
の
マ
ッ
ツ
カ

ー
ト
報
告
書
の
提
言
を
受
け
て
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
欧
州
委
員
会
が
立
て
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン

選
定
方
針
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
期
待
さ
れ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
は
明
示
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
具
体
的
な
方
策
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
多
様
に
構
想
さ
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

・
大
胆
で
人
々
を
鼓
舞
し
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
関
わ
り
が
あ
る
こ
と

・
明
確
な
焦
点
を
有
し
、
定
量
化
可
能
で
、
一
定
期
間
内
で
達
成
可
能
で
あ
る
こ
と

・
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
指
向
だ
が
現
実
的
な
目
標
で
あ
る
こ
と

・
多
様
な
資
源
を
動
員
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
異
な
る
領
域
の
異
な
る
研
究
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
結
節
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
現
存
す
る
シ
ス
テ
ム
の
問
題
を
解
決
す
る
の
で
は
な
く
シ
ス
テ
ム
の
転
換
を
促
す
も
の
で
あ
る
こ
と



143

・
市
民
が
研
究
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
投
資
の
価
値
を
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と

上
述
の
通
り
、
五
つ
の
領
域
の
理
事
会
と
議
会
が
具
体
的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
策
定
す
る
が
、
こ
こ
で
特
筆

す
る
べ
き
こ
と
は
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
か
ら
本
稿
執
筆
時
点
（
二
〇
二
〇
年
九
月
）
ま
で
の
間
に
、
五
領

域
で
合
計
六
四
件
に
の
ぼ
る
各
種
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
、
利
害
関
係
者
や
市
民
と
の
実
質
的
な

討
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
報
告
書
⑤
）
。
紙
幅
の
都
合
上
、
以
下
で
は
、
二
〇
二
〇
年
五
月

に
公
開
さ
れ
た
五
領
域
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
具
体
案
の
う
ち
、
二
つ
の
領
域
を
事
例
と
し
て
挙
げ
る
に
と
ど
め
る

（
報
告
書
⑥
⑦
）
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
検
討
メ
ン
バ
ー
が
部
門
横
断
的
で
あ
る
こ
と
と
、
技
術
・
社
会
両

面
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。

（
ⅰ
）
「
気
候
中
立
的
な
ス
マ
ー
ト
都
市
」
領
域
の
場
合

理
事
会
メ
ン
バ
ー
の
出
身
組
織
情
報
は
不
明
だ
が
、
議
会
メ
ン
バ
ー
の
構
成
は
、
専
門
組
織
（
研
究
機
関

と
大
学
）
一
二
名
、
企
業
八
名
、
非
営
利
組
織
六
名
、
行
政
四
名
の
合
計
三
〇
名
で
あ
り
、
部
門
横
断
的
な

構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
素
案
は
ま
だ
具
現
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
①
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
応

用
、
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
、
③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
脱
炭
素
化
、
④
す
べ
て
の
人
の
た
め
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の
効
率
的
移
動
（
ク
リ
ー
ン
で
安
全
、
か
つ
高
い
ア
ク
セ
ス
可
能
性
）
、
⑤
循
環
型
経
済
、
⑥
カ
ー
ボ
ン
フ

ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
活
用
、
と
い
う
六
分
野
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
期
待
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
に
お
い
て
も
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
不
可
欠
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
自
治
体
に
は
、
企
業
、
大
学
、
市
民
社
会
組
織
と
連
携
し
て
当
該
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
応
募
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
ⅱ
）
「
ガ
ン
」
領
域
の
場
合

同
様
に
、
理
事
会
メ
ン
バ
ー
の
出
身
組
織
情
報
は
不
明
だ
が
、
議
会
メ
ン
バ
ー
の
構
成
は
、
専
門
組
織

（
医
療
機
関
、
研
究
機
関
と
大
学
）
一
七
名
、
企
業
四
名
、
非
営
利
組
織
一
名
、
行
政
一
名
の
合
計
二
三
名
で
、

や
は
り
部
門
横
断
的
な
構
成
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
領
域
で
は
す
で
に
一
三
個
の
具
体
的
な
ミ

ッ
シ
ョ
ン
素
案
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
関
わ
る
も
の
は
八
個
、

社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
関
わ
る
も
の
は
一
二
個
で
あ
る
（
重
複
を
含
む
）
。
例
え
ば
、
「
ガ
ン
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
と
実
施
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
と
い
う
の
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ

り
、
ま
た
「
個
人
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
ガ
ン
治
療
ア
プ
ロ
ー
チ
を
発
展
さ
せ
実
施
す
る
」
と
い
う

の
は
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
指
向
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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前
出
のR

ISE

報
告
書
④
に
よ
る
と
、
技
術
プ
ッ
シ
ュ
型
の
政
策
と
は
異
な
り
、
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
は
社
会
的
な

成
果
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
技
術
開
発
者
以
外
の
多
く
の
当
事
者
が
関
わ
ら
な
く
て
は
目
標

達
成
も
難
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
多
く
の
当
事
者
が
合
意
可
能
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
が
枢
要
と

な
る
。
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
重
ね
ら
れ
、
ま
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
検
討
が
部
門
横
断
的
な
メ
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
主
導
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
策
定
に
当
た
っ
て
は
社
会
的
対
話
（social dialogue

）

や
共
同
設
計
（co-design

）
を
行
う
べ
し
と
い
う
同
報
告
書
の
提
言
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
4

。

以
上
よ
り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
念
や
策
定
基
準
が
入
念
に
検
討
さ
れ
、
方
針
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
と
い

う
意
味
で
も
、
ま
た
、
利
害
関
係
者
が
部
門
横
断
的
に
討
議
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
策
定
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
意
味
で
も
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
策
定
が
一
部
の
主
導
者
の
知
見
・
能
力
と
判
断
に
大
き
く
依
存
す
る
可

能
性
は
高
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
以
下
の
日
本
の
事
例
と
は
対
照
的
だ
と
思
わ
れ
る
。

３　

日
本
に
お
け
る
「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
研
究
開
発
制
度
」

３　

日
本
に
お
け
る
「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
研
究
開
発
制
度
」

（
１
）
目
的
と
概
要

（
１
）
目
的
と
概
要

日
本
で
立
案
さ
れ
て
い
る
「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
研
究
開
発
制
度
」
は
、
二
〇
一
八
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
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総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
で
提
起
さ
れ
、
同
年
一
二
月
の
同
会
議
で
方
針
「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ

ト
型
研
究
開
発
制
度
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
」（
文
書
⑩
）
が
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
制
度
は｢

我
が
国
発
の
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
目
指
し
、
従
来
技
術
の
延
長
に
な
い
、
よ
り
大
胆
な
発
想

に
基
づ
く
挑
戦
的
な
研
究
開
発
（
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
）
を
推
進
す
る｣

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
困
難
だ
が
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
期
待
さ
れ
る
社
会
課
題
を
対
象
に
野
心
的
な
目
標
を
設
定
し
、
世

界
中
の
研
究
者
に
よ
り
目
標
の
実
現
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
「
我
が
国
の
基
礎
研
究
力
を
最
大

限
に
引
き
出
す
挑
戦
的
研
究
開
発
を
積
極
的
に
推
進
し
、
失
敗
も
許
容
し
な
が
ら
革
新
的
な
研
究
成
果
を
発

掘
・
育
成
に
導
く
」
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、「
基
礎
研
究
段
階
に
あ
る
様
々
な

知
見
や
ア
イ
デ
ア
が
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
産
業
・
社
会
に
応
用
さ
れ
・
・
・
様
々
な
分
野
に
お
い
て
破
壊

的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
現
状
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
研
究
成

果
を
円
滑
に
社
会
実
装
す
る
た
め
に
、
多
様
な
人
々
と
の
対
話
の
場
を
設
け
る
と
と
も
に
、
人
文
社
会
科
学

を
含
む
様
々
な
分
野
の
研
究
者
が
参
画
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
す
べ
き
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る
（
以
上
、

文
書
⑩
）
。
平
成
三
〇
年
度
補
正
予
算
で
一
〇
〇
〇
億
円
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
で
一
五
〇
億
円
が
計
上

さ
れ
、
最
長
一
〇
年
間
の
支
援
が
可
能
な
基
金
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

｢

人
々
の
幸
福
（H

um
an W

ell-being

）
」
を
目
指
し
、
「
そ
の
基
盤
と
な
る
社
会
・
環
境
・
経
済
の
諸
課
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題
」
を
解
決
す
る
べ
く
、
二
〇
二
〇
年
一
月
二
三
日
に
発
表
さ
れ
た
の
が
、
七
つ
の
「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
目

標
」
で
あ
る
（
文
書
⑪
）
。
目
標
は
そ
れ
ぞ
れ
、
（
１
）
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
、
人
が
身
体
、
脳
、
空
間
、
時

間
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
社
会
を
実
現
、（
２
）
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
、
超
早
期
に
疾
患
の
予
測
・
予
防
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
、（
３
）
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
、
Ａ
Ｉ
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
共
進
化
に
よ
り
、
自

ら
学
習
・
行
動
し
人
と
共
生
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
実
現
、（
４
）
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
、
地
球
環
境
再
生
に
向
け

た
持
続
可
能
な
資
源
循
環
を
実
現
、（
５
）
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
、
未
利
用
の
生
物
機
能
等
の
フ
ル
活
用
に
よ

り
、
地
球
規
模
で
ム
リ
・
ム
ダ
の
な
い
持
続
的
な
食
料
供
給
産
業
を
創
出
、（
６
）
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
、
経

済
・
産
業
・
安
全
保
障
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
る
誤
り
耐
性
型
汎
用
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
実
現
、
（
７
）

二
〇
四
〇
年
ま
で
に
、
主
要
な
疾
患
を
予
防
・
克
服
し
一
〇
〇
歳
ま
で
健
康
不
安
な
く
人
生
を
楽
し
む
た
め

の
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
医
療
・
介
護
シ
ス
テ
ム
を
実
現
、
と
い
う
七
項
目
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ム
ー
ン
シ

ョ
ッ
ト
目
標
に
は
、
具
体
的
な
小
目
標
が
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
と
し
て
複
数
個
設
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
合

計
三
三
個
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
う
ち
、
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
み
に
関
わ
り
、
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は

無
関
係
な
も
の
は
二
八
項
目
で
あ
る
。

Ｊ
Ｓ
Ｔ
お
よ
び
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
を
含
む
四
つ
の
国
立
研
究
開
発
法
人
が
、
こ
れ
ら
七
つ
の
目
標
に
関
わ
る
研
究

を
推
進
す
る
。
各
々
の
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
目
標
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
Ｐ
Ｄ
）
が
任
命
さ
れ
る
。
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Ｐ
Ｄ
は
、
応
募
の
あ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
抜
し
、
選
抜
さ
れ
た
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
管
理
す
る
。

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
随
時
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
「
成
功

の
見
込
み
が
低
い
が
著
し
い
研
究
成
果
を
得
ら
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
含
め
る
な
ど
、

失
敗
を
許
容
す
る
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
（
文
書
⑩
⑭
）

（
２
）
現
実
の
問
題
と
認
識

（
２
）
現
実
の
問
題
と
認
識

政
策
の
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
欧
米
や
中
国
で
は
、
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

を
目
指
し
・
・
・
野
心
的
な
構
想
や
困
難
な
社
会
課
題
の
解
決
を
掲
げ
、 

我
が
国
と
は
桁
違
い
の
投
資
規
模

で
・
・
・
挑
戦
的
研
究
開
発
を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
」
（
文
書
⑩
）
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
確
か
に
日
本

で
も
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
五
年
間
実
施
さ
れ
た
「
革
新
的
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Im

PA
C

T

）
」
で

は
、
開
発
成
功
時
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
と
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
、

「
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
」
の
研
究
開
発
が
指
向
さ
れ
た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
「
将
来
の
破
壊
的
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
予
期
さ
せ
る
よ
う
な
大
胆
さ
や
斬
新
さ
が
不
足
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
、
必
ず
し

も
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
」
な
ど
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
（
文
書
⑩
）
、
「
具
体

的
成
果
を
求
め
る
出
口
志
向
に
途
中
で
傾
い
て
し
ま
っ
た
」
（
内
閣
府
参
事
官
・
鈴
木
富
男
氏
／
『
朝
日
新
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聞
』
二
〇
一
九
年
六
月
六
日
）
と
い
う
当
局
者
の
反
省
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ

ト
研
究
開
発
制
度
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
野
心
的
に
し
、
よ
り
失
敗
と
挑
戦
を
許
容
す
る
後
継
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
策
立
案
に
当
た
っ
て
体
系
的
な
現
状
分
析
に
依
拠
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
公
開
さ
れ
て
い
る
政
策
文

書
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
日
本
は
産
業
や
社
会
を
変
革
で
き
る
独
創
的
な
基
礎
研

究
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
成
果
を
実
用
に
結
び
つ
け
る
仕
組
み
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
語
ら
れ
、

そ
の
例
と
し
て
、
ゲ
ノ
ム
編
集
や
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
日
本
の
研
究
者
の
基
礎
研
究
が
も
と
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
海
外
に
（
技
術
を
）
持
っ
て
行
か
れ
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
日
本
は
草
刈
り

場
に
な
る
」
（
内
閣
府
参
事
官
・
鈴
木
富
男
氏　

前
出
）
と
の
危
機
感
も
表
明
さ
れ
て
い
る
5

。
他
方
で
は
、

「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
の
最
終
目
標
も
重
要
だ
が
、
達
成
へ
の
過
程
で
行
わ
れ
る
多
様
な
基
礎
研
究
こ
そ
意
味

が
あ
る
。
日
本
の
将
来
を
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
ハ
イ
リ
ス
ク
な
基
礎
研
究
が
欠
か
せ
な
い
」（
総
合
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
議
員
・
上
山
隆
大
氏
／
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
九
年
六
月
六
日
）
と
い
う
よ
う

に
、｢

ハ
イ
リ
ス
ク
な
基
礎
研
究
」
に
対
す
る
支
援
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
含
意
す
る
、
異
な
る
見
解
も

表
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
研
究
開
発
制
度
は
、
必
ず
し
も
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い

複
数
の
期
待
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
以
下
で
詳
し
く
検
討
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
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（
３
）
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
内
容

（
３
）
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
内
容

ホ
ラ
イ
ズ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
五
つ
の
大
き
な
領
域
」
に
当
た
る
の
が
、
前
出
の
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
目

標
で
あ
る
。
ま
ず
は
目
標
案
が
「
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
会
議
」
で
議
論
さ
れ
た
後
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
総
合
科
学

技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
と
健
康
・
医
療
戦
略
推
進
本
部
が
目
標
を
決
定
し
た
。
欧
州
連
合
の
場
合
と

は
異
な
り
、
非
公
開
の
懇
談
会
一
回
分
を
除
い
て
は
、
目
標
案
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
会
議
の
議
事
録
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
紙
幅
が
許
す
限
り
で
そ
の
分
析
も
含
め
、
目
標
決
定
の
過
程
を
検
討
す
る
。

ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
会
議
は
二
〇
一
九
年
三
月
か
ら
七
月
ま
で
に
四
回
開
催
さ
れ
た
。
目
標
案
決
定
ま
で
の
手

順
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
「
解
決
を
期
待
す
る
社
会
課
題
や
実
現
す
べ
き
未
来
像
」
を
政
府
が
市
民
か

ら
公
募
し
、
一
七
九
六
件
の
提
案
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
府
八
省
か
ら
は
一
一
一
件
（
文
書
⑯
）
、
産
業
界

か
ら
は
四
六
件
の
提
案
（
文
書
⑰
）
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
素
材
や
「
会
議
」
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、「
既

存
の
研
究
開
発
の
状
況
や
実
現
可
能
性
、
社
会
課
題
と
し
て
の
重
要
性
を
念
頭
に
」
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
目
標

の
策
定
に
向
け
た
検
討
素
材
が
作
成
さ
れ
、
以
後
の
議
論
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
検
討
素
材
は
、
一

府
八
省
か
ら
推
薦
を
受
け
た
各
府
省
の
職
員
二
六
名
の
検
討
チ
ー
ム
が
作
成
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
第
二
の

〈
緑
の
革
命
〉
を
先
導
し
、
世
界
の
食
料
・
環
境
問
題
の
解
決
に
貢
献
」
「
脳
機
能
を
解
明
し
て
、
強
い
脳
を

作
る
」
な
ど
、
合
計
二
一
項
目
の
検
討
素
材
が
作
ら
れ
た
（
文
書
⑱
）
。
う
ち
一
九
項
目
は
純
粋
に
技
術
的
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な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
会
議
で
の
議
論
は
、
い
く
つ
も
の
重
要
な
対
立
や
矛
盾
、
な
い
し
は
基
本
的
概
念
へ
の
理

解
の
齟
齬
を
含
み
、
そ
れ
ら
が
必
ず
し
も
政
策
コ
ン
セ
プ
ト
や
実
施
方
法
の
明
確
化
や
理
解
の
深
化
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
点
に
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
特
に
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
二
点

の
み
を
挙
げ
よ
う
。
第
一
に
、
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
対
象
と
な
る

か
否
か
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
第
二
回
会
議
で
は
全
委
員
が
、
技
術
開
発
だ
け
で
は
な
く
社
会
実
装
の
枠
組

み
も
備
え
た
制
度
と
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
認
識
で
一
致
し
て
い
る
。
特
に
、
北
野
宏
明
、
落
合
陽
一

の
両
委
員
は
、
今
日
の
多
く
の
課
題
が
技
術
だ
け
で
は
解
決
で
き
ず
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
革
ま
で
を
も
想

定
し
た
も
の
が
二
一
世
紀
型
の
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
だ
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
各
府
省
の
提

案
に
対
し
て
「
技
術
開
発
案
件
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
技
術
が
出
来
て
、
世
の
中
が
ど
う
変
わ
る
の
か
と
い

う
と
こ
ろ
や
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
ど
う
や
っ
て
世
界
中
に
展
開
し
て
本
当
に
世
の
中
を
変
え
て
い
く
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
が
な
い
と
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
・
・
・
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
普
通
の

技
術
開
発
と
の
区
別
が
つ
か
な
い
・
・
・
」
（
第
二
回
議
事
録
）
と
述
べ
る
北
野
氏
の
発
言
は
こ
の
論
点
を
象

徴
し
て
い
る
。

他
方
で
は
第
四
回
会
議
で
政
府
側
委
員
の
上
山
隆
大
氏
が
「
基
礎
研
究
と
い
い
ま
す
か
、
幅
広
い
、
今
後
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何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
の
研
究
と
い
う
こ
と
が
同
時
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
」（
第
四
回
議
事
録
）
と
述
べ
、
基
礎
研
究
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て
こ
の
政
策
を
位
置

づ
け
る
発
言
を
し
て
い
る
。
こ
の
認
識
は
結
局
、
目
標
策
定
後
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
戦
略
推
進
会
議
に
も

引
き
継
が
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
自
体
を
変
え
て
い
く
な
ど
、
そ
う
い
う
話
を
併
せ
て
議

論
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
を
付
け
加
え
た
ほ
う
が
、
こ
の
先
の
社
会
実
装
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
思

う
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
射
程
に
は
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
」
と

い
う
吉
村
隆
氏
（
日
本
経
団
連
産
業
技
術
本
部
長
）
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、
目
標
四
の
Ｐ
Ｄ
で
あ
る
山
地

憲
治
氏
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
は
、「
そ
の
後
、
社
会
に
実
装
し
て
い
っ
て
普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
色
々
な
政

策
的
な
支
援
が
必
要
な
場
面
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
は
ま
た
別
の
機
能
で
補
っ
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
議
員
の
橋
本
和
仁
氏

（
物
質
材
料
研
究
機
構
理
事
長
）
も
、
「
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
実
用
化
、
社
会
実
装
と
い
う
こ
と

を
最
初
に
言
う
と
、
非
常
に
小
さ
く
固
ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
最
初
か
ら
実
用
化
と
か
い

う
こ
と
は
あ
ま
り
言
わ
な
い
で
、
し
っ
か
り
研
究
を
や
る
こ
と
が
大
変
重
要
だ
」
（
以
上
、
第
一
回
戦
略
推
進

会
議
議
事
概
要
）
と
述
べ
る
。
両
氏
の
発
言
か
ら
は
、
あ
く
ま
で
も
先
端
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

位
置
づ
け
直
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
詳
し
く
は
第
四
節
で
述
べ
る
が
、
確
か
に
、
第
一
回
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会
議
で
藤
井
太
洋
委
員
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
研
究
開
発
を
提
案
し
た
事
例
が
あ
る
も
の
の
、
社
会
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
い
し
社
会
変
革
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
会
議
で
詳
し
く
検
討
さ
れ
た
形
跡
が
ほ
ぼ
な
い
こ

と
が
、
こ
の
研
究
開
発
制
度
の
基
本
特
徴
を
よ
く
象
徴
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
二
に
、
よ
り
マ
イ
ナ
ー
な
論
点
だ
が
、
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
生
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
認
識

の
齟
齬
で
あ
る
。
野
心
的
だ
が
明
確
な
目
標
を
目
指
す
こ
と
で
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
る
と
い
う

の
が
、
こ
の
政
策
の
前
提
と
な
る
仮
説
で
あ
る
。
し
か
し
前
出
の
北
野
氏
は
、「
今
回
の
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型

の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
の
は
、
行
く
先
が
設
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
ね
ら
う
と
い
う
よ
り
、
基
本
的
に
ラ
ジ
カ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
う
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
オ
リ
エ

ン
テ
ッ
ド
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
」
（
第
一
回
議
事
録
）
「
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス

か
ら
は
生
み
出
し
に
く
い
で
し
ょ
う
。
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
む
し
ろ
科
研
費
な
ど
の
中
で
・
・
・

よ
り
多
く
出
て
く
る
と
考
え
る
べ
き
で
す
」
（
第
二
回
議
事
録
）
と
い
う
、
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
概

念
史
を
踏
ま
え
れ
ば
正
当
と
思
わ
れ
る
認
識
を
表
明
し
て
い
る
。
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
必
ず
し
も
技

術
的
な
画
期
性
を
必
要
と
し
な
い
の
で
、
必
ず
し
も
技
術
開
発
の
産
物
で
は
な
い
。
他
方
で
、
前
述
の
よ
う

に
こ
の
政
策
は
現
実
に
は
ほ
ぼ
先
端
技
術
開
発
支
援
政
策
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
北
野
氏
の
指
摘
は
、

こ
の
政
策
に
対
し
て
抱
か
れ
る
大
き
く
広
い
期
待
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
現
実
に
生
み
出
す
で
あ
ろ
う
成
果
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と
の
あ
り
得
る
齟
齬
を
予
見
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
検
討
よ
り
、
政
策
コ
ン
セ
プ
ト
に
対
す
る
認
識
の
深
化
を
も
た
ら
し
う
る
多
様
な
論
点
が
出
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
結
果
と
し
て
は
そ
れ
ら
の
論
点
が
踏
ま
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型

研
究
開
発
制
度
は
従
前
の
政
策
の
延
長
上
に
構
想
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

４　

総
括
と
考
察
〜
両
者
の
相
違
と
そ
の
背
景
・
含
意

４　

総
括
と
考
察
〜
両
者
の
相
違
と
そ
の
背
景
・
含
意

欧
州
連
合
の
「
ホ
ラ
イ
ズ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
に
お
け
る
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
も
、
日
本
の
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
研

究
開
発
制
度
も
、
社
会
問
題
の
解
決
を
目
指
す
野
心
的
な
目
標
を
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
6

に
よ
っ
て
定

め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
枠
組
み
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
両
者
と
も

米
国
の
ア
ポ
ロ
計
画
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
お
り
、
そ
の
継
承
・
発
展
を
狙
っ
て
い
る
と
い

う
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
政
策
の
内
容
と
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
を
子
細
に
比
較
す
る
な
ら
ば
、

非
常
に
大
き
な
相
違
に
気
づ
か
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
欧
州
の
政
策
は
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
社

会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
両
者
を
特
に
区
別
せ
ず
、
両
者
を
包
括
的
に
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
を
図
ろ
う
と
す
る
政
策
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
の
政
策
は
、
社
会
問
題
を
解
決
す
る
可
能
性
が
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あ
る
画
期
的
な
技
術
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
す
政
策
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
欧
州
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
が
、
社
会
政
策
や
環
境
政
策
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
指
向
す
る
諸
政
策
と
ま
す
ま
す
区

別
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
は
あ
く
ま
で
科
学
技
術
政
策

の
範
囲
内
で
依
然
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
と
い
う
相
違
が
顕
著
で
あ
る
。

欧
州
の
政
策
は
、
世
界
で
初
め
て
体
系
的
に
実
施
さ
れ
る
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
で
あ
る
。
欧
州
の
政
策
で
は
優
れ

た
要
素
技
術
は
生
ま
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
7

、
よ
り
社
会
の
現
実
に
根
ざ
し
た
包
括
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
促
そ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
雇
用
や
経
済
、
産
業
構
造
転
換
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
可
能
性
が
現
実
化
す
る
た
め
に
は
、
実
際
に
民
間
投
資
を
誘
発
で
き
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
困
難
な
課
題
で
あ
る
が
、
こ
の
課
題
の
解
決
は
何
よ
り
も
、
日
米
に
後
れ
を
取

っ
て
い
る
欧
州
企
業
の
投
資
を
現
実
に
誘
発
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
環
境
規
制
を
課
し
て
民

間
開
発
投
資
を
刺
激
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
と
い
う
よ
う
な
施
策
が
、
欧
州
の
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
で
も
念

頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
環
境
規
制
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
新
産
業
を
生
み
出

し
た
重
要
な
事
例
で
あ
る
、
日
本
に
お
け
る
自
動
車
排
ガ
ス
規
制
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
8

、
環
境
規
制
を

忌
避
す
る
企
業
の
同
意
を
調
達
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
し
、
ま
た
そ
も
そ
も
政
府
自
身
が
厳
格
な
規
制

を
回
避
す
る
ケ
ー
ス
さ
え
し
ば
し
ば
存
在
す
る
。
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
利
害
関
係
者
間
の
討
議
と
、
そ
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こ
で
挑
戦
的
な
内
容
の
合
意
を
形
成
す
る
社
会
的
能
力
が
極
め
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
も
そ
も
、
長
期

に
わ
た
る
不
確
実
な
開
発
を
支
え
る
「
忍
耐
強
い
資
本
」
が
足
り
な
い
と
い
う
、
金
融
構
造
の
根
深
い
問
題

も
あ
る
。
加
え
て
、
短
期
的
な
収
益
を
求
め
る
、
英
米
流
の
株
主
重
視
型
の
企
業
統
治
は
欧
州
で
も
普
及
し

て
お
り
、
不
確
実
性
が
大
き
い
長
期
的
な
研
究
開
発
投
資
に
と
り
有
利
な
環
境
と
は
言
え
な
い
（Lazonick 

and Shin, 2020
）。
さ
ら
に
、
各
国
の
緊
縮
財
政
は
政
府
に
よ
る
長
期
的
・
戦
略
的
投
資
を
困
難
に
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
の
大
き
な
障
壁
に
な
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
欧
州
の
Ｍ
Ｏ

Ｉ
政
策
は
乗
り
越
え
る
べ
き
深
刻
な
困
難
を
相
当
多
く
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

他
方
、
日
本
の
場
合
、
優
れ
た
要
素
技
術
を
生
み
出
す
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
期
待
通
り
に
、
社
会

や
雇
用
・
経
済
、
産
業
転
換
に
結
び
つ
く
か
ど
う
か
は
極
め
て
不
確
実
で
あ
る
。
事
実
、
第
三
節
で
検
討
し

た
よ
う
に
、
達
成
す
べ
き
目
標
を
革
新
的
な
技
術
開
発
に
限
定
し
、
社
会
へ
の
普
及
は
別
問
題
と
し
て
扱
う

と
い
う
形
で
、
こ
の
懸
念
は
す
で
に
政
策
形
成
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
ま
す
ま
す
、
ム
ー

ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度
を
一
般
の
科
学
技
術
政
策
と
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や
大
き
な
社
会
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
期
待
す
る
組
織
・
個
人
に

よ
る
不
満
が
、
政
策
の
正
統
性
を
揺
る
が
す
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
欧
州
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
と
そ
の
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
か
ら
日
本
が
学
び
う
る
こ
と
を
二
点
ほ
ど
挙
げ
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て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

社
会
の
連
関
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
第

三
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ

ー
会
議
」
で
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
考
慮
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
の
発
想
は
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
社
会
を
変
え
る

べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
、
技
術
革
新
だ
け
で
は
問
題
解
決
に
は
な
ら

ず
、
社
会
変
革
「
も
」
必
要
だ
と
い
う
見
解
も
表
明
さ

れ
て
い
る
。
「
社
会
実
装
」
と
い
う
概
念
は
、
こ
う
し

た
思
考
法
を
象
徴
し
た
も
の
だ
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
、

い
わ
ゆ
る｢

リ
ニ
ア
モ
デ
ル｣

（K
line and R

osenberg, 

1986

）
の
一
変
種
と
捉
え
得
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

し
か
し
例
え
ば
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
な
共
創
で
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
せ
る
よ
う
に
自
治
体
や
大
学
、
企

図 1 技術・イノベーション・社会図 1 技術・イノベーション・社会
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業
、
市
民
社
会
の
協
働
を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
場
合
の
よ
う
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
社
会
シ
ス
テ

ム
を
刷
新
す
る
と
い
う
発
想
は
、
会
議
で
は
採
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
欧
州
連
合
と
の

大
き
な
違
い
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
、
専
門
家
が
開
発
す
る
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
き
で
、
そ
れ
を
受
け

入
れ
さ
せ
る
た
め
の
社
会
変
革
と
い
う
発
想
が
と
ら
れ
て
い
る
。
社
会
、
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
政
策

の
対
象
の
構
図
を
模
式
化
し
た
図
１
は
、
日
本
の
政
策
(b)
が
「
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
社
会

シ
ス
テ
ム
」
と
「
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
使
う
社
会
シ
ス
テ
ム
」
を
切
断
し
て
捉
え
て
お
り
、
前
者
を

ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
す
る
政
策
を
構
想
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
欧
州
の
政
策
(a)
が
双
方
の
社
会
シ
ス
テ
ム

を
相
当
重
複
す
る
も
の
と
捉
え
た
う
え
で
、
両
者
を
包
括
し
て
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
す
る
政
策
を
構
想
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
す
が
、
そ
の
技
術
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
の
も
広
い
意
味
で
の
社
会
で
あ
る
。
こ
の
認
識
は
、
お
よ
そ
先
行
研
究
が
共
有

し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
の
政
策
が
依
拠
す
る
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
社
会
の

連
関
に
関
す
る
認
識
は
十
分
に
包
括
的
な
も
の
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
も
し
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策

を
本
格
的
に
展
開
す
る
場
合
、
早
晩
直
面
す
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
実
践
事
例
の
分
析
や
概
念
的
な
検
討
、
ま
た
広
範
囲
な
利
害
関
係
者
の
討
議

を
経
て
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
欧
州
で
は
政
策
の
意
味
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
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内
容
に
つ
い
て
は
か
な
り
広
い
社
会
的
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
特
定
の

人
物
の
知
見
・
能
力
と
判
断
に
過
度
な
負
荷
が
か
か
る
こ
と
は
少
な
く
、
不
確
実
性
が
極
め
て
高
い
政
策
の

形
成
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
9

。
日
本
の
場
合
、
こ
う
し
た
入
念
な
検

討
と
討
議
プ
ロ
セ
ス
を
欠
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
来
の
科
学
技
術
政
策
の
延
長
線
上
に
今
回

の
研
究
開
発
制
度
を
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
検
討
と
討
議
は
不
要
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
大
き

な
不
確
実
性
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
本
格
的
な
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
を
指
向
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
欠
落
は
大
き

な
問
題
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

５　

結
語

５　

結
語

以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
欧
州
の
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
は
伝
統
的
な
技
術
プ
ッ
シ
ュ
型
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
政
策
で
は
な
く
、
野
心
的
な
目
標
達
成
を
社
会
に
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
政
策
的

に
促
そ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
目
標
ド
リ
ブ
ン
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
を
体
系
的
に
行
お
う
と

し
て
い
る
点
に
そ
の
画
期
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
第
四
節
で
述
べ
た
通
り
、
政
策
文
書
が
想
定
す
る
よ
う
な
安

易
な
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
く
、
逆
に
相
当
な
困
難
に
直
面
す
る
も
の
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
歴
史
に
お
け
る
大
き
な
実
験
だ
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら

本
稿
は
ひ
と
え
に
政
策
文
書
に
依
拠
し
て
分
析
を
進
め
る
ほ
か
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
政
策
実
践
を
実
験
プ

ロ
セ
ス
と
し
て
批
判
的
に
観
察
・
分
析
・
考
察
し
て
い
く
こ
と
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
関
す
る
新
た

な
知
見
を
得
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
経
済
復
興
を
構
想
す
る
た
め
に
も
、
残
さ
れ
た

枢
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

注注

1 

例
え
ば
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
、
マ
リ
ア
ナ
・
マ
ッ
ツ
カ
ー
ト
な
ど
の
経

済
学
者
が
名
を
連
ね
、
環
境
問
題
の
解
決
と
公
正
で
活
気
の
あ
る
経
済
復
興
を
両
立
す
る
こ
と
を
訴
え
たLetter 

from
 econom

ists: to rebuild our w
orld, w

e m
ust end the carbon econom

y, The G
uardian (A

ugust 4 , 2020 ) 

や
、

Institute for Innovation and Public Purpose (2020 ) 

は
そ
の
典
型
例
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
関
係

で
は
、
本
稿
が
扱
う
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
を
含
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
方
向
性
に
も
政
府
が
公
的
な
影
響
力
を
行
使
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ばD

ani R
odrik, D

em
ocratizing Innovation, Project 

Syndicate (A
ugust 11 , 2020 ) 

は
、
現
在
登
場
し
て
い
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ご
く
一
部
の
人
間
集
団
の
局
所
的
な

嗜
好
や
ニ
ー
ズ
だ
け
を
反
映
し
、
必
ず
し
も
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
経
済
学
者

と
し
て
問
題
視
し
て
い
る
。

2 

も
ち
ろ
ん
政
府
の
規
制
や
裁
量
的
政
策
は
誤
り
う
る
の
で
、
こ
の
問
題
は
「
政
府
の
失
敗
」
の
可
能
性
を
念
頭
に
構

想
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
進
化
的
政
策
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
問
題
を
論
じ
た
徳
丸
（
二
〇
二
〇
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。
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3 

ネ
ル
ソ
ン
（
二
〇
一
二
）
は
そ
の
古
典
的
分
析
の
中
で
（
原
著
出
版
年
は
一
九
七
七
年
）
、
月
に
到
達
す
る
と
い
う

課
題
を
人
類
は
ク
リ
ヤ
で
き
た
の
に
、
な
ぜ
都
市
の
犯
罪
・
貧
困
な
ど
の
問
題
を
い
ま
だ
に
解
決
で
き
な
い
の
か
と

問
い
、
後
者
の
よ
う
な
社
会
問
題
に
あ
ま
ね
く
見
い
だ
さ
れ
る
「
複
雑
さ
」
に
そ
の
答
え
を
見
出
し
て
い
る
。
本
文

で
言
及
し
て
い
る
「
Ａ
型
」
「
Ｂ
型
」
と
い
う
区
分
は
、
ネ
ル
ソ
ン
の
「
月
」
と
「
ゲ
ッ
ト
ー
」
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す

る
。

4 

実
際
にR

ISE

報
告
書
④
は
、
ニ
ク
ソ
ン
の
「
ガ
ン
戦
争
」
や
オ
バ
マ
の
「
ガ
ン
・
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
」
と
欧
州
の
ガ

ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
違
う
の
は
、
分
野
横
断
的
な
専
門
家
や
患
者
団
体
、
研
究
者
、
企
業
な
ど
か
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
存
在
す
る
点
に
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。C

ancer C
ore Europe

やC
ancer Prevention Europe

が
そ
の
種
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
典
型
例
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
患
者
中
心
型
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
せ
る
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
に
必
要
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
マ
ス
を
作
り
出
せ
る
点
が
欧
州
の
優
位
性
だ

と
い
う
。

5　

歴
史
的
経
験
や
先
行
研
究
に
よ
る
知
見
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
こ
で
表
明
さ
れ
て
い
る
認
識
に
は
い
く
つ
か
の

問
題
が
あ
る
。
第
一
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
米
国
か
ら
日
本
に
対
し
て
行
わ
れ
た
「
基
礎
研
究
た
だ
乗
り
」
批
判
と

そ
の
実
態
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
基
礎
研
究
を
実
施
し
た
企
業
・
国
が
経
済
的
利
益
を
獲
得
で
き
る
と
は
限
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。M

ow
ery and R

osenberg (1989 ) 

な
ど
の
一
連
の
研
究
が
説
得
的
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

米
国
企
業
が
開
発
投
資
を
十
分
に
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
、
米
国
経
済
・
企
業
が
経
済
的
成
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

根
本
的
な
理
由
が
あ
る
。
こ
の
理
屈
は
今
日
の
日
本
経
済
・
企
業
に
も
該
当
す
る
可
能
性
が
大
き
い
が
、
政
策
立
案

に
当
た
っ
て
検
討
さ
れ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
第
二
に
、
野
心
的
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
が
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
す
可
能
性
を
高
め
る
と
い
う
、
政
策
の
根
幹
に
か
か
わ
っ
て
想
定
さ
れ
て
い
る
因
果
関
係
の
根
拠
が
不

明
で
あ
る
。
総
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
上
の
知
見
が
政
策
立
案
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

6　

少
な
く
と
も
確
認
可
能
な
日
本
の
事
例
の
場
合
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
混
同
が

見
ら
れ
る
な
ど
、
十
分
に
原
理
的
に
詰
め
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
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う
に
思
わ
れ
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
政
策
形
成
に
は
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
を
精
緻
に
行
う
た
め
の
技
術
は
、
名
古
屋
工
業
大
学
で
も
江
龍
修
、
加
藤
雄
一
郎
両
氏
を
中
心
に
開
発
さ
れ
て
き

た
。
現
在
で
は
田
口
亮
氏
を
中
心
に
彫
琢
と
拡
張
が
続
け
ら
れ
、
社
会
人
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
演
習
な
ど
で

活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
思
考
法
が
展
開
さ
れ
て
い
る
論
考
と
し
て
、
江
龍
（
二
〇
一
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

7　

た
だ
し
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
ホ
ラ
イ
ズ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
基
礎
科
学
と
先
端
技
術
開
発
を
促
進
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
大
き
な
比
率
を
占
め
て
お
り
、
先
端
技
術
開
発
が
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
全
く
な
い
。

8 

こ
の
事
例
は
事
後
的
に
見
れ
ば
、
環
境
規
制
が
技
術
革
新
を
誘
発
し
企
業
の
競
争
力
を
高
め
る
と
い
う
「
ポ
ー
タ
ー

仮
説
」
が
妥
当
す
る
。
自
動
車
産
業
の
国
際
競
争
力
を
高
め
た
し
、
触
媒
関
連
の
新
産
業
も
創
出
さ
れ
、
ま
さ
に
経

済
的
な
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
、
政
府
や
産
業
界
が
利
益
を
事
前
に
予
見
し
て
い
た
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん

な
い
。
革
新
自
治
体
の
七
大
都
市
自
動
車
排
気
ガ
ス
規
制
調
査
団
に
参
加
し
た
西
村
肇
氏
（
当
時
東
大
工
学
部
助
教

授
）
に
よ
る
同
（
一
九
七
六
）
第
二
章
は
、
彼
ら
が
直
面
し
た
企
業
、
政
府
に
よ
る
頑
強
な
抵
抗
を
伝
え
て
い
る
。
こ

の
種
の
政
治
が
し
ば
し
ば
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
、
Ｍ
Ｏ
Ｉ
政
策
論
は
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
そ
こ
に
困
難
が

あ
り
う
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。

9 

討
議
過
程
に
お
け
る
視
角
の
多
様
性
が
よ
り
優
れ
た
問
題
解
決
策
を
も
た
ら
す
条
件
に
つ
い
て
は
、Page (2011 ) 

が

単
純
な
数
理
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
明
晰
に
論
じ
て
い
る
。
む
ろ
ん
現
実
に
は
、
妥
協
的
で
質
の
低
い
合
意
形
成
に
し

ば
し
ば
陥
る
し
、
討
議
参
加
者
の
視
角
・
価
値
の
相
違
が
無
視
さ
れ
得
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多
様
性
の
利
益
を
現
実

に
得
る
た
め
に
は
参
加
者
の
社
会
的
ス
キ
ル
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
典
型
例
は
、
対
話
の
中
か
ら
対
象
に
対

す
る
新
し
い
解
釈
を
見
出
し
て
い
く
能
力
で
あ
る
（B

ohm
, 1996

）
。
加
え
て
、
彼
が
推
奨
す
る
「
ピ
ー
ス
ミ
ー
ル

社
会
工
学
」
の
文
脈
でPopper (1987 ) 

が
強
調
す
る
よ
う
に
、
政
策
実
施
前
の
討
議
は
「
想
像
上
の
試
行
錯
誤
」
で

あ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
「
過
ち
を
排
除
す
る
」
意
味
が
あ
る
。
総
じ
て
、
欧
州
で
の
政
策
形
成
に
お
け
る
集
団
討
議

は
以
上
の
よ
う
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



163

参
考
文
献

参
考
文
献

江
龍
修
（
二
〇
一
八
）
「
マ
イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
グ
リ
ッ
ド
に
よ
る
新
規
価
値
創
造
」
『Trans/A

ctions

』
第
３
号

徳
丸
宜
穂
（
二
〇
一
七
）「
Ｅ
Ｕ
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
新
展
開
～
「
進
化
プ
ロ
セ
ス
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
」
型
政
策
の
出
現
と
そ
の
可
能
性
」
八
木
紀
一
郎
・
清
水
耕
一
・
徳
丸
宜
穂
編
『
欧
州
統
合
と
社
会
経
済
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
～
地
域
を
基
礎
に
し
た
政
策
の
進
化
』
日
本
経
済
評
論
社　

所
収

徳
丸
宜
穂
（
二
〇
二
〇
）
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
指
向
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
宇
仁
宏
幸
・
厳
成

男
・
藤
田
真
哉
編
『
制
度
で
わ
か
る
世
界
の
経
済
～
制
度
的
調
整
の
政
治
経
済
学
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版　

所
収

西
村
肇
（
一
九
七
六
）
『
裁
か
れ
る
自
動
車
』
中
公
新
書

リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｒ
・
ネ
ル
ソ
ン
（
二
〇
一
二
）
『
月
と
ゲ
ッ
ト
ー
～
科
学
技
術
と
公
共
政
策
』
（
後
藤
晃
訳
）
慶
応
義
塾
大

学
出
版
会

B
ohm

, D
., 1996 , O

n D
ialogue. R

outledge
D

osi, G
., Llerena, P. and Sylos-Labini, M

., 2006 , The relationships betw
een science, technologies and their industrial 

exploitation: A
n illustration through the m

yths and realities of the so-called European Paradox, Research Policy 
35 (10 ), 1450 -1464 .

Institute for Innovation and Public Purpose, 2020 , A
 green econom

ic renew
al from

 the C
O

V
ID

-19  crisis, U
CL IIPP 

CO
V

ID
-19 Briefing Papers 04  (June 2020 )

K
line, S.J. and R

osenberg, N
., 1986 , A

n overview
 of innovation, in R

osenberg, N
. and Landau, R

. eds., The Positive 
Sum

 Strategy: H
arnessing Technology for Econom

ic G
row

th. N
ational A

cadem
y Press.

Lazonick, W
. and Shin, J-S., 2020 , Predatory Value Extraction: H

ow
 the Loom

ing of the Business Corporation 
Becam

e the U
.S. N

orm
 and H

ow
 Sustainable Prosperity Can Be Restored. O

xford U
niversity Press.

M
azzucato,10  M

., 2013 , The Entrepreneurial State. A
nthem

 Press.
M

ow
ery, D

.C
. and R

osenberg, N
., 1989 , Technology and the Pursuit of Econom

ic G
row

th. C
am

bridge U
niversity 

Press.



164

N
elson, R

., 1959 , The sim
ple econom

ics of basic scientific research, Journal of Political Econom
y 67 (3 ), 297 -306 .

Page, S., 2011 , D
iversity and Com

plexity. Princeton U
niversity Press.

Perez, C
., 2002 , Technological Revolutions and Financial Capital: The D

ynam
ics of Bubbles and G

olden A
ges. 

Edw
ard Elgar.

Perez, C
., 2016 , C

apitalism
, technology and a green global golden age: The role of history in helping to shape the 

future, in Jacobs, M
. and M

azzucato, M
. eds., Rethinking Capitalism

: Econom
ics and Policy for Sustainable and 

Inclusive G
row

th. W
iley B

lackw
ell. 

Popper, K
.R

., 1987 , N
atural selection and the em

ergence of m
ind, in R

adnitzky, G
. and B

artley, W
.W

. eds. 
Evolutionary Epistem

ology, Rationality, and the Sociology of K
now

ledge. O
pen C

ourt.

資
料
（
本
文
言
及
分
の
み
）

資
料
（
本
文
言
及
分
の
み
）

① European C
om

m
ission D

irectorate-G
eneral for R

esearch and Innovation, 2017 , LA
B-FA

B-A
PP--- Investing in 

the European Future W
e W

ant: Report of the Independent H
igh-Level G

roup on M
axim

ising the Im
pact of EU

 
Research and Innovation Program

m
es .

② European C
om

m
ission D

irectorate-G
eneral for R

esearch and Innovation, 2017 , Tow
ards a M

ission-O
riented 

Research and Innovation Policy in the European U
nion: A

n ESIR M
em

orandum
. 

③ European C
om

m
ission, 2018 , Com

m
unication from

 the com
m

ission to the European Parliam
ent, the Council, the 

European Econom
ic and Social Com

m
ittee and the Com

m
ittee of the Regions: H

orizon 2020 Interim
 Evaluation .

④ European C
om

m
ission D

irectorate-G
eneral for R

esearch and Innovation, 2018 , M
ission-oriented Research and 

Innovation: A RISE Perspective.  

⑤ European C
om

m
ission, 2019 , Co-D

esign tow
ards the First Strategic Plan for H

orizon Europe: A Report on the 



165

W
eb-based Consultation and on the European Research and Innovation D

ays.

⑥ European C
om

m
ission D

irectorate-G
eneral for R

esearch and Innovation, 2020 , Conquering Cancer: M
ission 

Possible.
⑦ European C

om
m

ission D
irectorate-G

eneral for R
esearch and Innovation, 2020 , 100 Clim

ate-N
eutral Cities by 

2030: by and for the Citizens.

⑧ M
azzucato, M

., 2018 , M
ission-O

riented Research and Innovation in the European U
nion: A problem

-solving 
approach to fuel innovation-led grow

th.  European C
om

m
ission.

⑨ 

総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（
二
〇
一
八
）
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度
の
推
進
に
つ
い
て

⑩ 

総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（
二
〇
一
八
）
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度
の
基
本
的
考
え
方
に
つ

い
て

⑪ 

総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（
二
〇
二
〇
）
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度
が
目
指
す
べ
き
「
ム
ー

ン
シ
ョ
ッ
ト
目
標
」
に
つ
い
て

⑫ 

内
閣
府
（
二
〇
一
九
）
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度
の
創
設

⑬ 

内
閣
府
（
二
〇
二
〇
）
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度
の
概
要

⑭ 

内
閣
府
ほ
か
（
二
〇
二
〇
）
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度
の
運
用
・
評
価
指
針

⑮ 

ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
会
議
（
二
〇
一
九
）
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度
が
目
指
す
未
来
像
及
び
そ
の
実
現
に
向
け
た

野
心
的
な
目
標
に
つ
い
て
（
案
）

⑯ 

ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
会
議
（
二
〇
一
九
）
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
目
標
策
定
に
向
け
て
関
係
府
省
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
検
討
素
材

⑰ 

ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
会
議
（
二
〇
一
九
）
産
業
界
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
提
案

⑱ 

ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
会
議
（
二
〇
一
九
）
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
目
標
の
策
定
に
向
け
た
検
討
素
材
の
作
成
に
つ
い
て



166

Policy-thinking and policy-making in mission-Policy-thinking and policy-making in mission-
oriented innovation policy in EU and Japanoriented innovation policy in EU and Japan

Under the prolonged, deep economic crisis after the fi nancial 

crisis as well as the current COVID-19 pandemic in the advanced 

economies, mission-oriented innovation policy (MOIP), which tries 

to promote innovations while solving societal problems, is expected 

to restructure the outdated socio-economic structure with massive 

resource use and growing inequality, and generate sustainable, 

equitable economic growth. By comparatively analyzing the 

policy-making processes and the ways of thinking of policy-makers 

in EU and Japan, we show how diff erently they are developed and 

examine the diff erent possibilities and diffi  culties they are expected 

to face. 
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